
追加問題　二学期第 3講　解答例

1.　次の方程式，不等式を解け．

(1) 　 (4
B

2 )x =
1
32

(2) 　 2x ¡ 16 ¢ 2¡x ¡ 15 = 0

(3) 　 # 1
9
;x ¡ 1

3x
¡ 6 > 0

É解答例 Ê

(1) 　 2
5
2
x = 2¡5 すなわち 5

2
x= ¡5　 Ú x = ¡2

(2) 　 t = 2x ÝÝ1

とおくと t > 0

t¡ 16
t ¡ 15 = 0

両辺に tをかけて t2 ¡ 15t¡ 16 = 0 すなわち (t+ 1)(t¡ 16) = 0

よって t= 16 であるから1より x = 4

(3) 　 # 1
3
;x = t ÝÝ2

とおくと t > 0

t2 ¡ t¡ 6 > 0 すなわち (t¡ 3)(t+ 2) > 0

これより 3 < t

2から 3 < # 1
3
;x となり # 1

3
;¡1 < # 1

3
;x

よって，底が 1
3
であるから x < ¡1

2.　次の方程式を解け．

log4 (4x¡ 7) + log2 x = 1+ 3 log4 (x¡ 1)

É解答例 Ê

真数条件よりX 4x¡ 7 > 0x > 0

x¡ 1 > 0

　 Ú x > 7
4
ÝÝ1

不等式は
log2 (4x¡ 7)
log2 4

+ log2 x= 1+ 3 ¢
log2 (x¡ 1)
log2 4

両辺に 2をかけて log2 (4x¡ 7) + 2 log2 x= 2+ 3 log2 (x¡ 1)

変形して log2 (4x¡ 7) + log2 x2 = log2 4 + log2 (x¡ 1)3

これより log2 Q(4x¡ 7)x2i = log2 Q4(x¡ 1)3i
すなわち (4x¡ 7)x2 = 4(x¡ 1)3

展開して 4x3 ¡ 7x2 = 4(x3 ¡ 3x2 + 3x¡ 1) すなわち 5x2 ¡ 12x+ 4 = 0

因数分解して (5x¡ 2)(x¡ 2) = 0　 Ú x= 2
5
，2 ÝÝ2

よって1，2より x = 2





























































































3.　次の不等式を解け．

(1) 　 log3 (x+ 2) + log3 (x¡ 2) < 2

(2) 　 (log3 3x)(log3 9x) < 2

É解答例 Ê

(1) 　真数条件より x+ 2 > 0 かつ x¡ 2 > 0　 Ú x > 2 ÝÝ1

1のもとで log3 (x+ 2)(x¡ 2) < log3 9 であるから (x+ 2)(x¡ 2) < 9

すなわち x2 < 13 であり ¡
B

13 < x <
B

13 ÝÝ2

よって，1，2から 2 < x <
B

13

(2) 　真数条件より 3x > 0 かつ 9x > 0　 Ú x > 0 ÝÝ3

3のもとで (log3 3x)(log3 9x) < 2 より (log3 x+ 1)(log3 x+ 2) < 2

これより (log3 x)2 + 3(log3 x) < 0 となるので (log3 x)(log3 x+ 3) < 0

すなわち ¡3 < log3 x < 0 であり log3
1
27
< log3 x < log3 1

よって，底が 3であるから 1
27
< x < 1

これは3を満たす．

4.　 a，bを正の実数とする．連立方程式

(＊)　 UxCy3 = a
3
B

x y = b

を満たす正の実数 x，yについて考えよう．

(1) 　連立方程式 (＊)を満たす正の実数 x，yは

x = a
ス
b
セソ

，y= apb
タ

となる．ただし

p =
チツ

テ

である．

(2) 　 b = 2
3
C

a4 とする．aが a > 0の範囲を動くとき，連立方程式 (＊)を満たす正の

実数 x，yについて，x+ yの最小値を求めよう．

b = 2
3
C

a4 であるから，(＊)を満たす正の実数 x，yは，aを用いて

x = 2
セソ

a
トナ

，　 y= 2
タ
a
ニ

と表される．したがって，相加相乗平均の関係を利用すると，x+ yは a = 2q のと

き最小値
D

ヌ をとることがわかる．ただし

q =
ネノ

ハ

である．





















É解答例 ÊUxCy3 = a ÝÝ1
3
B

x y = b ÝÝ2

とおく．

(1) 　1の両辺 2乗して x2y3 = a2　ÝÝ10

2の両辺 3乗して xy3 = b3　ÝÝ20

1
0

2
0 として x= a2

b3
= a2b¡3

スセソ

これを20 に代入して a2

b3
y3 = b3 となり y3 = a¡2b6

これより y= a¡
2
3 b2

タチツテ
p= ¡2

3
チツテ

(2) 　 b = 2
3
C

a4 = 2a
4
3 とすると，(1)より

x = a2(2a
4
3 )¡3 = 2¡3a2a¡4 = 2¡3a¡2

トナ

y = a¡
2
3 (2a

4
3 )2 = 22a¡

2
3 a

8
3 = 22a2

ニ

x > 0，y > 0より相加相乗平均の関係を利用すると

x+ y ¸ 2
C

xy = 2

F

1
8a2

¢ 4a2 =
B

2

等号成立は x = y つまり 1
8a2

= 4a2 であり a4 = 1
32
= 2¡5　 Ú a= 2¡

5
4

よって x+ yは a= 2¡
5
4
ネノハ

のとき最小値
B

2
ヌ
をとる．

q= ¡5
4

ネノハ






















